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４
年
ぶ
り
に
「
五
十
猛
の
グ
ロ
」

伝
統
行
事
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ―
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地
域
の
宝
を
守
り
後
世
へ―

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し

て
市
長
が
「
市
内
全
域
に
構
成
文

化
財
が
点
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
宝
が
あ
る
。
市
民
が

地
域
の
こ
と
を
自
慢
し
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
こ
の

よ
う
な
地
道
な
取
り
組
み
が
定

住
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
三

浦
　
靖
参
議
院
議
員
が
「
日
本
遺

産
は
『
観
光
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
。地
域
が
一
体
と
な
っ

て
日
本
遺
産
を
守
り
、
活
か
し
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

  

日
本
遺
産
の
取
り
組
み
発
表

　
地
域
の
取
り
組
み
発
表
で
は
、

協
議
会
事
務
局
か
ら
、
三
瓶
山
の

大
自
然
を
巡
る
体
験
型
の
旅
行
商

品
や
、
大
田
市
日
本
遺
産
協
議
会

に
よ
る
補
助
制
度
を
活
用
し
た
市

内
各
地
域
や
事
業
者
の
取
り
組
み

の
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

  

基
調
講
演

日
本
遺
産
を
ど
う
活
か
す
か

　
文
化
庁
日
本
遺
産
審
査
委
員
会

委
員
の
丁
野
　
朗
氏
か
ら
、
国
内

の
日
本
遺
産
認
定
地
域
の
事
例
の

紹
介
と
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
ば
れ
る
地
域
と
は
何
か

　
丁
野
氏
は
「
日
本
遺
産
の
物
語

を
ど
う
観
光
客
に
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
か
」
に
つ
い
て
「
三
瓶
そ

ば
は
ど
ん
な
土
壌
に
育
ち
、
な
ぜ

美
味
し
い
の
か
？
な
ど
、
地
域
の

日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
田パネルディスカッションをおこなう皆さん

多根神楽団による石見神楽の上演 池田地区田植囃子保存会による小笠原流田植囃子

　
日
本
遺
産「
石
見
の
火
山
が
伝
え
る
悠
久
の
歴
史
〜〝
縄
文
の
森
〞

〝
銀
の
山
〞
と
出
　
え
る
旅
へ
〜
」
の
認
定
か
ら
３
年
。

　
今
後
、
市
民
の
認
知
度
向
上
、
日
本
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
む
た
め
、
昨
年
12
月
９
日
に
県
立
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
あ
す
て
ら
す
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
約
１
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

楫野市長

三浦議員

丁野　氏
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皆
さ
ん
が
語
り
部
に
な
る
と
良

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
遺
産
の
活
用
に
お

い
て
「
旅
行
商
品
は
作
る
だ
け
で

は
な
く
、
作
り
続
け
る
こ
と
が
重

要
。
そ
の
た
め
に
担
い
手
が
必
要

で
あ
る
。
大
田
市
へ
の
観
光
客
を

分
析
し
、
情
報
発
信
の
対
象
を
選

び
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
フ
ァ
ン

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
観
光
業
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
半
で
は
「
物
語
を
事

業
化
す
る
こ
と
。
文
化
資
源
を
経

済
に
変
え
、
旅
行
商
品
と
し
て
稼

ぐ
事
業
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
」
と
ま
と

め
ま
し
た
。

  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　　「
日
本
遺
産
で
大
田
を
元
気

に
！
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
県
立
三
瓶
自
然

館
の
中
村
唯
史
氏
が
務
め
、
パ
ネ

リ
ス
ト
に
丁
野
　
朗
氏
、
当
市
と

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
じ
20
年
来
の

縁
が
あ
る
脚
本
家
の
佐
藤
万
里

氏
、
大
屋
町
鬼
村
の
ふ
る
さ
と
お

に
む
ら
づ
く
り
実
行
委
員
会
の
安

藤
彰
浩
氏
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
安
藤
氏
は
「『
鬼
村
の
鬼
岩
』

の
日
本
遺
産
認
定
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
大
屋
町
民
が
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
取
り
組
み
を
継

続
し
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
た
い

と
思
い
、
鬼
岩
の
願
い
像
や
鬼
岩

の
紹
介
サ
イ
ト
、
案
内
看
板
を
制

作
し
た
。
最
近
、
来
訪
者
が
増
え

て
お
り
、
更
に
知
名
度
を
上
げ
る

べ
く
、
石
州
瓦
の
調
理
用
瓦
を
つ

く
っ
た
。
日
本
遺
産
を
堅
苦
し
く

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
身
近
な

存
在
に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、
鬼
村
の
取
り
組
み

を
踏
ま
え
「
鬼
岩
は
来
る
た
び
に

新
し
い
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
外
か

ら
見
る
大
田
市
に
つ
い
て
「
情
報

発
信
が
重
要
。
構
成
文
化
財
を
訪

れ
た
人
が
知
人
に
紹
介
す
る
連
鎖

に
期
待
し
た
い
。
ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
、こ
ま
め
な
発
信
を
す
べ
き
」

と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
大
田
市
の
構
成
文
化

財
は
市
内
全
域
に
点
在
し
て
い

て
、
交
通
機
関
で
移
動
す
る
観
光

客
の
受
け
入
れ
体
制
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
必
要
性
に
言

及
さ
れ
ま
し
た
。

　
丁
野
氏
は
「
鬼
村
で
は
手
作
り

で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
看
板
を
制
作

し
て
い
る
点
が
素
晴
ら
し
い
。
地

域
の
取
り
組
み
が
市
内
全
域
で
広

が
る
と
良
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
「
常
に
発

信
し
続
け
る
こ
と
。
大
田
市
の
日

本
遺
産
の
価
値
を
ど
う
伝
え
る

か
、
価
値
に
見
合
っ
た
食
、
宿
を

含
む
受
け
入
れ
環
境
を
地
域
で
考

え
、
観
光
客
に
提
供
し
、
共
感
を

得
る
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
ま
し

た
。
今
後
に
向
け
て
、
行
政
に
例

え
る
と
「
観
光
業
は
観
光
担
当
だ

け
で
は
進
ま
な
い
。
都
市
計
画
、

福
祉
、
農
業
、
産
業
、
土
木
な
ど
、

総
合
力
が
問
わ
れ
る
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。

　
中
村
氏
は
担
い
手
の
育
成
の
必

要
性
に
つ
い
て
触
れ
、「
先
般
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
銀
鉱
山
タ
ル
ノ
フ
ス

キ
ェ
・
グ
ル
ィ
を
訪
問
し
た
。
大

田
市
と
同
じ
く
ら
い
の
ま
ち
だ

が
、
行
政
に
頼
ら
ず
、
住
民
が
熱

い
想
い
を
持
っ
て
銀
鉱
山
の
保

全
・
活
用
に
取
り
組
ん
だ
話
を
聞

き
、
非
常
に
感
銘
を
受
け
た
」
と

振
り
返
り
、
最
後
に
、
今
後
の
大

田
市
の
日
本
遺
産
の
目
指
す
べ
き

方
向
性
に
つ
い
て
、「
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
組
み
、
日
本
遺
産

で
大
田
市
を
元
気
に
し
た
い
」
と

結
び
ま
し
た
。

問
大
田
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

（
事
務
局
　
観
光
振
興
課
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
２
）

安藤　氏

佐藤　氏

中村　氏

砂絵づくり体験

大田市日本遺産　フォトリールコンテスト
受賞作品展示（左）・鬼瓦による焼肉販売（右）

　
会
場
内
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で

は
、
丁
銀
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

や
日
本
遺
産
を
テ
ー
マ
に
し
た

射
的
、
ふ
る
さ
と
お
に
む
ら
づ

く
り
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
石
州
瓦
「
鬼
瓦
」
で
の
焼

肉
の
販
売
な
ど
が
あ
り
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

受
賞
作
品
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山
陰
道「
大
田
・
静
間
道
路
」「
静
間
・
仁
摩
道
路
」

【令和５年度　山陰道区間別の状況】

■
２
区
間
同
時
開
通

　
平
成
20
年
度
に
事
業
着
手
し
た
「
静
間
・
仁
摩
道
路
」、
平
成

24
年
度
に
事
業
着
手
し
た
「
大
田
・
静
間
道
路
」
が
、
い
よ
い
よ

本
年
３
月
９
日
に
供
用
開
始
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
大
田
・
静
間
道
路
」「
静
間
・
仁
摩
道
路
」
に
整
備
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称
も
併
せ
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

■「
命
の
道
」
山
陰
道

　
県
内
の
山
陰
道
と
し
て
、
５
年
ぶ
り
と
な
る
本
開
通
は
、
移
動

時
間
の
短
縮
や
利
便
性
・
快
適
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、緊
急
時
・

災
害
時
に
お
い
て
は
、「
命
の
道
」
と
し
て
果
た
す
役
割
が
大
き

く
前
進
す
る
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
地
元
企
業
に
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
高
規
格
道
路
が
繋
ぐ
未
来

　
山
陰
道
は
、
順
調
に
延
伸
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
は
「
出

雲
・
湖
陵
道
路
」「
湖
陵
・
多
伎
道
路
」、
更
に
、
令
和
７
年
度
に

は
「
三
隅
・
益
田
道
路
」
の
開
通
が
予
定
さ
れ
、
国
道
９
号
沿
い

の
７
市
が
本
格
的
に
全
国
の
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み

込
ま
れ
ま
す
。
山
陰
道
が
県
内
外
の
高
規
格
道
路
と
繋
が
る
こ
と

で
、
観
光
客
の
増
加
、
企
業
活
動
の
活
発
化
な
ど
、
さ
ら
な
る
加

速
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
市
で
は
、
事
業
区
間
の
一
日
も
早
い
完
成

と
、
山
陰
道
の
全
線
開
通
に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
強
く

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
の
開
通
に
あ
た
り
、
長
期
に
わ
た
り
ご
尽
力
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
事
業
推
進
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
７
）

３
月
９
日（
土
）開
通

静間・仁摩道路
（仁摩・石見銀山ＩＣ付近）

静間・仁摩道路
（仁摩・石見銀山ＩＣ付近） 大田・静間道路（大田静間ＩＣ付近）大田・静間道路（大田静間ＩＣ付近） 大田・静間道路（久手地区）大田・静間道路（久手地区）

道路名 延長 事業内容
平成31年３月17日開通
平成30年３月18日開通
令和６年３月９日開通
令和６年３月９日開通

平成26年３月15日　湯里ＩＣ～石見福光ＩＣ開通
平成27年３月14日　仁摩・石見銀山ＩＣ～湯里ＩＣ開通

平成28年度事業化（調査設計、用地買収、用地補償、改良工事）

多伎・朝山道路
朝山・大田道路
大田・静間道路
静間・仁摩道路

仁摩・温泉津道路

福光・浅利道路

9.0 ㎞
6.3 ㎞
5.0 ㎞
7.9 ㎞

11.8 ㎞

6.5 ㎞
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１
月
７
日
、
大
田
市
消
防
出
初
式
を
開
催
し
、
消
防
団
員
・
消
防
職
員

な
ど
約
３
０
０
人
が
、
火
災
や
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
昨
年
１
月
と
３
月
に
久
利
町
お
よ
び
富
山
町
に
お
い
て
発

生
し
た
火
災
で
消
火
活
動
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、
一
般
協
力

者
と
し
て
表
彰
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
し
て
消
防
団
協
力
事
業
所
と
し

て
、消
防
団
員
で
あ
る
従
業
員
の
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
協
力
し
、

地
域
の
消
防
防
災
体
制
に
貢
献
し
た
企
業
６
社
と
永
年
勤
続
退
職
団
員
な

ど
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
は
「
世
界
遺
産
や

国
立
公
園
、
日
本
遺
産
を
有
す
る

わ
が
郷
土
を
守
り
、
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
不
測
の
災
禍
に
対
し

て
も
的
確
に
対
応
で
き
る
盤
石
な

体
制
を
堅
持
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
福
間
達
雄

消
防
団
長
が
「
消
防
人
と
し
て
の

自
覚
を
新
た
に
し
、
使
命
達
成
に

ま
い
進
す
る
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

大
田
市
消
防
出
初
式

防災資機材を整備

安
全
・
安
心
を
守
る
使
命
感
と
団
結
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　決
意
新
た
に
―

　
式
典
終
了
後
、
約
30
台
の
車
両

と
消
防
団
員
ら
が
分
列
行
進
を
お

こ
な
い
、
三
瓶
川
沿
い
で
一
斉
放

水
を
し
ま
し
た
。

▽
表
彰
さ
れ
た
個
人
・
団
体

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
奥
平
善
廣
（
久
利
町
）・
己
作

　
稔
（
久
利
町
）・
林
商
事
株
式

　
会
社
（
長
久
町
）・
イ
ワ
タ
ニ

　
島
根
株
式
会
社
（
長
久
町
）

▽
表
彰
さ
れ
た
企
業

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
有
限
会
社
金
田
建
築
（
祖
式

　
町
）・
有
限
会
社
渡
辺
眞
工
務

　
店（
久
利
町
）・
石
見
銀
山
建
設

　
株
式
会
社
（
鳥
井
町
）・
株
式

　
会
社
須
山
商
事
（
大
田
町
）・

　
有
限
会
社
森
下
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

　
タ
ー
（
祖
式
町
）・
パ
ブ
リ
ッ

　
ク
ロ
ー
ド
株
式
会
社（
久
手
町
）

問
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

三瓶川沿いで一斉放水をおこないました三瓶川沿いで一斉放水をおこないました

表彰を受ける一般協力者表彰を受ける一般協力者

分列行進をおこなう消防団員分列行進をおこなう消防団員

ワンタッチ間仕切り　このたび、朝山町自主防災会（森山清二会長）が宝くじの地域防災組
織育成助成事業の助成を受け、ワンタッチ間仕切りやデジタルトラン
シーバーなどの防災資機材16品目を整備しました。
　防災会は令和元年８月に設立され、防災研修会や訓練などの活動をお
こなうなど、地域の防災力向上に努めています。
　今回、近年頻発する豪雨災害など、さまざまな大規模災害に備え、住
民が安全で安心に生活できる地域づくりを推進しようと防災資機材を整
備しました。
　災害時には、地域の住民同士の「共助」が重要となります。日ごろか
ら地域における防災について考え、災害に備えましょう。 デジタルトランシーバー

一定地域の住民が、当該地域を災害から守るために自主的に結成した組織、またはそ
の連合体がおこなう地域の防災活動に直接必要な設備など（建築物、消耗品は除く）の
整備に対して助成する事業です。例年、９月ごろに翌年度の募集が始まります。

問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

地域防災組織育成事業
【自主防災組織育成助成事業】
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　１月23日、市と大田障がい者就業・生活支援セン
タージョブ亀の子が障がい者一般就労体験発表会をあ
すてらすで開催しました。
　この発表会は、企業に一般就労している障がいのあ
るかたの就労体験を通して、就労準備に役立てようと
開催するものです。特別支援学校の生徒など、約80人
が参加しました。
　今回、就労体験を発表したのは「広島アルミニウム
工業株式会社」の池田僚氏。「上司や先輩達が日々の
業務の中で手厚くサポートしてくれた。そのおかげで、
できる仕事が増え、出社することに生きがいを感じる
ことができた。また、正社員試験に向けて、自分の苦
手なことも努力して取り組んだ結果、合格することが
できた」と発表しました。
　また、同社の人材活躍推進課課長の坂本光崇氏より
採用方法や職場定着支援の取り組みについて話があり
ました。
　さらに、雇用側として株式会社プロテリアル安来製
作所総務部施設管理グループの森本忠男氏は「障がい
のあるかたは分からないことがあるならしっかりと確
認してほしい。雇用する側は、何をしてもらいたいか
具体的に指示することが大事」と呼びかけました。

　　　　　　　　 問地域福祉課（☎0854‐83‐8143）

講師の皆さん　
左から森本さん、坂本さん、池田さん、森山さん

【新規職場実習協力事業所】
・一宮酒造有限会社　　　　・イワタニ島根株式会社
・石見ワイナリー株式会社　・大田青果株式会社
・大田ソーイング株式会社　・株式会社サンキ
・社会福祉法人放泉会
・有限会社ドリームシステム（ドリームデイいろり）
・株式会社サクセス山陰道の駅ごいせ仁摩
・株式会社フーズキング大阪王将大田店
　　　　　　　　　　　　　　　 （順不同・敬称略）

　文化やスポーツ活動で顕著な成績を
おさめた児童・生徒を大田市教育委員
会表彰として表彰しました。
　１月12日、表彰式をおこない、教育
長から表彰状と記念品を手渡しました。
　受賞者を代表して第三中学校３年生
の益田嘉壱さんは「今回表彰されたこ
とを忘れずに、これからも一生懸命頑
張っていきたい」と話しました。　
　　　　　　　　問教育委員会総務課
　　　　　　　  （☎0854‐83‐8119）

大田市教育委員会表彰

受賞された皆さん（順不同・敬称略）

【個人の部】○内は学年
　江藤　莉亜　大 田 小③
　三井心々美　五十猛小②
　三井　心翔　五十猛小⑥
　中村　怜士　静 間 小⑤
　松尾　珠徳　志 学 小⑥
　森山あかり　川 合 小⑤
　杉谷　優衣　第 一 中③

　俵　　莉子　第 一 中①
　那須野春陽　第 一 中②
　益田　嘉壱　第 三 中③
　辻　瑚乃美　大田西中①

【団体の部】
　大田スポーツ少年団
　門田塾　小学校低学年の部
　門田塾　小学校の部
　門田塾　中学校の部
　第一中軟式野球部
　第一中吹奏楽部
　大田西中吹奏楽部
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ICHIGO-ICHIE
一期一会

い　ち　 ご  い　ち　え

　ブラジルといえば盛大なリオ・デ・ジャネイロ（リオ）
のカーニバルを思い浮かべる人が多いと思います。ブ
ラジルだけでなくヨーロッパやアメリカのいくつかの
地域でもおこなわれるお祭りですが、ブラジルのカー
ニバルは世界最大級の祭りだと言われています。カー
ニバルがおこなわれる時期は２月から３月頃です。特
にリオでは５日間に渡っておこなわれるコンテストパ
レードで「カーニバルの学校」という団体がいくつも
あり、一年かけて極めた踊り、衣装、パフォーマンス

を披露します。踊り子たちの服装は華やかでキラキラ
して美しいですが、衣装によっては15kgするものもあ
ります。重さを感じさせない情熱的なダンスで、何時
間もパレードを続けるのがとても印象的です。100万
人を超える観光客がこの時期に訪れます。他の地域で
も小規模なカーニバルがおこなわれるので、住民も観
光客も、ブラジル各地でお祭りを楽しみます。

大田市に住む外国人に interview
おお　だ　し す がい こく じん

̶̶̶ 日本に来たのは、いつですか？
　2019年（令和元年）に日本に来ました。大田市には
４年住んでいます。日本では他にも、北海道、東京、
静岡、広島（宮島）、鳥取（大山）など、色んな所に
旅行して写真を撮るなどして楽しんでいます。
̶̶ ̶ 大田市での生活は、いかがですか？
　優しい人がたくさんいて、綺麗な海があります。駅
が近いので、汽車で色んな所に行くことができます。
魚が新鮮で美味しいです。刺身も好きです。

̶̶ ̶ どのようなお仕事をしていますか？
　株式会社山﨑組で、足場の組み立てと解体の仕事を
しています。日本へは「とび」職の技能実習生として
来ています。
̶̶ ̶ お休みの日は何をしていますか？
　だいたい買い物に行きます。一週間分の食べものは、
その日に買います。
̶̶ ̶ 大田のお気に入りの場所はどこですか？
　久手の海です。久手の海は景色が綺麗でおすすめで
す。夏にはバーベキューや海水浴をして、楽しい時間
を過ごしました。また、久手では花火大会もあり、綺
麗な花火を見ることができました。
̶̶ ̶ 大田に住む外国人にメッセージを
　皆さん、スーパーでもコンビニでも、どこでも気軽
に声をかけてください。

大田市に住む外国人の皆さんに、大田での暮らし
についてインタビューするコーナーです

おお  だ　し す がいこくじん みな おお だ く

い ん た び ゅ ー こ ー な ー

む は ま っ ど  い る は む で ぃ ん

ムハマッド・イルハムディンさん

インドネシア出身
い ん ど ね し あ しゅっしん

に ほん き

ねん れい わ　がんねん に  ほん き おお だ　し

よ ねん す

しずおか ひろしま みやじま とっとり

たの

に ほん ほか ほっかいどう とうきょう

だいせん いろ ところ

りょこう しゃしん と

おお だ　し せいかつ

やさ ひと き れい うみ えき

ちか き しゃ いろ ところ

さし み す

い

さかな しんせん お　い

し ごと

かぶしきがいしゃやまさきぐみ あし ば

に ほん

く　　   た かいたい し ごと

しょく ぎ  のうじっしゅうせい

き

やす ひ なに

か　　 もの い いっしゅうかんぶん た

ひ か

おお だ き い ば しょ

く　て

なつ

うみ うみく　て け しき き れい

たの

はな  び たいかいく　て

じ かん

き

ば ー べ き ゅ ー かいすいよく

す

れい はな び み

おお だ す がいこくじん め っ せ ー じ

みな す ー ぱ ー こ ん び に き がる

こえ

「久手海岸の夕陽はとても綺麗なので、たくさんの

人に知ってほしい」と話すイルハムディンさん

「久手海岸の夕陽はとても綺麗なので、たくさんの

人に知ってほしい」と話すイルハムディンさん

く  て かいがん

ひと し

ゆうひ きれい

はな い る は む で ぃ ん

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）
せいさく き  かく か

国際交流員
サトウ・アンドレイア・ユリコ

こくさいこうりゅういん

さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

ぶ ら じ る せいだい り お  で   じ ゃ ね い ろ  り お

か ー に ば る おも　　 う ひと おお おも ぶ

あ め り かよ ー ろ っ ぱら じ る

ち いき まつ

まつせ かいさいだいきゅう

ぶ ら じ る カ ー

カ ーいに ば る

に ば る じ　き がつ がつころ

こ ん て す と ぱ

とく

わた

がっこう

おどきわいちねん

だんたい

いつ か  かんり　お

れ ー ど か ー に ば る

ぱ ふ ぉ ー ま ん すいしょう

ひ ろう

うつく いしょう

おど こ ふくそう はな き ら き ら

なん じだ ん すじょうねつてきかんおも

かん ぱ れ ー ど つづ いんしょうてき まん

ほか

かん

ち いきおとずじ　きかんこうきゃくこにん

しょう  き　ぼ

こうきゃく

か ー に ば る じゅうみん

たのまつかく ちぶ ら じ る

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）
ていじゅうか

今回は、ブラジルのカーニバル

（Ｃａｒｎａｖａｌ）についてお話します

こんかい ぶ ら じ る か ー に ば る

はなし
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寄 附

ありがとうございます

文化財防火デーに消防訓練を実施
文化財を守り、後世へ―

８

12月25日 
・株式会社ＨＩＤＡＫＡ 

《教育振興への活用》 

（敬称略） 

問消防本部警防課（☎0854‐82‐0650）
　１月26日は法隆寺の金堂壁画が焼損した日（昭和24年）に当たる
ことから「文化財防火デー」と定められています。この日を中心と
して文化財を火災、その他災害から守るため、全国的に防火運動を
展開し、意識の高揚を図ることとなりました。
　市では毎年この時期に、島根県と指定文化財の建造物などをパト
ロールし、消防設備の点検や指導をおこなっています。１月21日に
は大田消防署と市消防団大森分団と合同で渡辺家（国史跡）から出
火したという想定で消防訓練を実施しました。
　貴重な文化財を後世に継承するためにも、文化財を火災から守っ
ていきましょう。

寄附金は次代を担う子ども達の
ため、教育の振興に活用します。
　　問大田市教育委員会総務課
　　　　 （☎0854‐83‐8119）

火
災
が
発
生
し
た
想
定
で
訓
練
を

お
こ
な
い
ま
し
た

「グロ」の中で餅を食べる園児・児童たち 協定を締結した市と４社の代表者

　昨年12月26日、市は住信ＳＢＩネット銀行株式会社、
株式会社セールスフォース・ジャパン、株式会社マプ
リィ、株式会社テミクス・グリーンと「林業ＤＸの実
現に向けた連携に関する協定」を締結しました。
　この協定は「大田市未来につなぐ森づくり構想」の
実現を目指し、林業ＤＸの実現とＪクレジット制度を
活用した事業スキームなどの検証に関する取り組みに
ついて実施することを目的としています。
　市長は「本協定の締結により、デジタルデータを活
用した森林資源の分析に基づく適正な森林整備をおこ
ない、持続可能な森林経営を確立することで、森林・
林業・木材産業の振興に大きく寄与することができ
る」とあいさつしました。
　　　　 　　問森づくり推進課（☎0854‐83‐8169）

林
業
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
て

市
と
４
社
が
協
定
を
締
結

４
年
ぶ
り
に
「
五
十
猛
の
グ
ロ
」

無
病
息
災
と
豊
漁
を
願
う
　五十猛町大浦地区に伝わる正月行事で国の重要無形
民俗文化財に指定されている「五十猛のグロ」。竹や
ササ、ゴザを使って組み上げ、高さ15ｍ、直径７ｍの
大きく独特な仮屋をつくり、歳徳神を迎え、一年の無
病息災と豊漁を願います。
　１月12日には、市内保育園・小学校の園児・児童や
市内外から多くの人が訪れ、仮屋の囲炉裏で焼かれた
餅などを食べ、今年一年の健康を願いました。
　地元世話人のひとりは「４年ぶりに開催でき、地域
の皆さんが喜んでくれて嬉しい。高齢化でグロをつく
るのも大変だが、この伝統を守っていきたい」と話し
ました。



大田商工会議所がグランプリ受賞
第10回「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」

おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介

　
農
林
水
産
省
と
内
閣
官
房
が
地
域
の
活
性
化
や
所
得
向
上
に
取
り

組
む
優
良
な
事
例
を
選
定
す
る
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）

の
宝
」。
そ
の
第
10
回
の
選
定
に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

大
田
商
工
会
議
所
の
関
係
者
が
、
昨
年
12
月
25
日
に
市
役
所
を
訪
問

し
、
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
田
商
工
会
議
所
は
、
島
根
県
が
全
国
有
数
の
漁
獲
量
を
誇
り
、

そ
の
半
分
近
く
が
大
田
市
で
水
揚
げ
さ
れ
る
ア
ナ
ゴ
に
着
目
し
、
２

０
１
９
年
に
市
と
と
も
に
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
を
開
始
。「
大

田
の
大
あ
な
ご
」
の
名
で
Ｐ
Ｒ
事
業
を
立
ち
上
げ
、
飲
食
店
、
漁
業

関
係
者
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
情
報
発
信
な
ど

を
お
こ
な
い
、
４
年
半
で
ア
ナ
ゴ
料
理
提
供
店
舗
は
２
店
舗
か
ら
約

30
店
舗
に
増
加
し
、
飲
食
店
と
加
工
食
品
の
年
間
売
り
上
げ
は
２
７

０
万
円
か
ら
５
億
円
程
度
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
齊
藤
　
寛
会
頭
は
「
ア
ナ
ゴ
も
含
め
、
大
田
市
に
は
魅
力
あ
る
食

材
が
ほ
か
に
も
あ
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
次
の
展
開
を

考
え
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。
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大田商工会議所齊藤会頭（左から２番目）と関係者大田商工会議所齊藤会頭（左から２番目）と関係者

　
昨
年
11
月
に
大
阪
城
ホ
ー
ル

（
大
阪
市
）で
お
こ
な
わ
れ
た「
第

36
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
出
雲
北
陵
高
等
学
校
２

年
生
で
吹
奏
楽
部
に
所
属
す
る
知

野
見
夏
生
さ
ん
（
仁
摩
町
）
が
出

場
し
、
銅
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
知
野
見
さ
ん
は
「
全
国
大
会
と

い
う
大
き
な
舞
台
で
演
奏
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
。
来
年
度
は
私
た
ち

が
３
年
生
な
の
で
吹
奏
楽
部
を

引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
、
市
長
は
「
次
は
金
賞
を
目

指
し
て
研
さ
ん
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
１
月
27
日
、
三
瓶
山
東
の
原
の

石
見
ワ
イ
ナ
リ
ー
周
辺
で
「
さ
ん

べ
志
学
の
雪
あ
か
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
や
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て

作
ら
れ
た
小
さ
な
か
ま
く
ら
に

キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
す
と
、
真
っ
暗

な
東
の
原
に
温
か
く
柔
ら
か
な
光

が
無
数
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
揺
ら
め
く
キ
ャ
ン
ド
ル
が
作

る
幻
想
的
な
光
景
を
カ
メ
ラ
に

収
め
よ
う
と
多
く
の
来
場
者
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雪
像
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が

並
び
、
東
の
原
は
光
と
笑
顔
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
の
光
が
東
の
原
の
裾
野
を

照
ら
し
ま
し
た

全日本マーチングコンテストで銅賞
出雲北陵高等学校吹奏楽部

柔らかな光で幻想的な世界に
さんべ志学の雪あかり

知
野
見
夏
生
さ
ん（
左
）、
出
雲
北
陵

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
竹
内
顧
問（
右
）
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こんにちは
保健師です

３月はこころをメンテナンスする時期です
～ストレス状態をチェックしよう～

問健康増進課（☎0854‐83‐8056）

ステップ①　やってみよう！３分でできるストレスチェック

ステップ②　ストレスレベルを確認！ストレスが高かったらどうしたらいい？

５個以下
ストレスとの付き合い
方が非常に上手です

６～10個
休養をとり、気分転換

をしましょう

11～15個
心が悲鳴をあげています
生活を見直しましょう

16個以上
できるだけ早く専門家
に相談しましょう

□家庭内で色々な問題があったばかりだ
□自分を取り巻く環境に多くの変化があった
□家事をあまりやる気がなく、疲れやすい
□人に会うのがおっくうで、何をするのも面倒だ
□お腹が張るようで、下痢や便秘を交互に繰り返す
□目が疲れたり、めまい、立ちくらみがする
□気分が沈みがちで、憂うつである
□ささいなことで腹が立ち、イライラしてしまう
□楽しみにしている趣味などはほとんどない
□運動など何もしていない

□肩こりや、背中、腰が痛くなることがある
□食欲があまりなく、少しずつ体重が減ってきた
□生理が不順である
□頭がすっきりせず、重く感じられる
□よく風邪をひくが、治りにくくて長引くことが多い
□体調が悪くて医者にいったが、気のせいだと言われる
□前日の疲れが残っていて、朝から体がだるい
□寝つきが悪く、夢を見ることが多い
□急に息苦しくなったり、胸が苦しくなったりする
□手足が冷たく感じたり、汗をかく量が多くなったりする

・趣味に熱中する、家族や友達と積極的に話をする
・入浴やマッサージでリラックス
・車の中でひとりカラオケ　など

・大田市役所　健康増進課　0854‐83‐8056　月～金/８：30～17：15（土、日、祝、年末年始を除く）
・県央保健所　健康増進課　0854‐84‐9823　月～金/８：30～17：15（土、日、祝、年末年始を除く）
・島根いのちの電話　　　　0852‐26‐7575　月～金/９：00～22：00 土曜9：00～日曜22：00
・フリーダイヤル「いのちの電話」0120‐783‐556　毎日16：00～21：00
                                                 　　　　　　 　  毎月10日８：00～翌８：00（24時間・通話無料）

相談機関一覧　困った時は１人で悩まず相談してください

・疲れていると感じたら、無理せず休養をとる
・質の良い、十分な睡眠時間を確保する　など

今月の「＋１」　こころの健康
プラスワン

悩んでいる人がいたら
声をかけてあげましょう

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活
動。減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健
康に関する取り組みを「なにか１つ」加えること
で、皆さんの健康意識を高め、生活習慣の改善に
つなげます。

健康長寿「＋１」活動
プラスワン
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健康ガイド３月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（医療機関）
種　類 医療機関 対象者など

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市
ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

40歳以上の女性
◎自己負担金 2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。

50歳～74歳までの大田市民
◎自己負担金　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ胃がん

（胃カメラ）
検診

大田市
市内６医療機関
大田呼吸循環クリニック、合原医院、
昭和医院、福田医院、木島医院、郷原医院

予約サイト

医療機関

がん検診
市ホームページ

種　類 対象者など

３月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。

種　類 日　時 場　所 内　容・対　象 お持ちいただくもの

６日㈬ ９:00～11:30

10:00～11:30
受付９:45～

13:00～16:15

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」

（市役所１階）

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」

（市役所１階）

仁摩保健センター

乳幼児相談

離乳食教室
（前期）

授乳サロン
ごくごく 13日㈬

14日㈭

身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

身体計測・授乳相談

母子健康手帳
バスタオル

おむつ

母子健康手帳
バスタオル

おむつ

母子健康手帳
バスタオル

おむつ

対象／生後８か月ごろ
までの乳児とその保護者

「献血」は命をつなぐボランティア
ご協力ください

10：00～12：00 

13：30～16：00 
イオン大田店

３月20日㈬㈷

皆さんの善意の献血によって
多くの患者さんの命が救われます

出雲市



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

　
国
道
３
７
５
号
を
美
郷
町
方
面

へ
向
か
い
、
物
部
神
社
を
過
ぎ
て

少
し
走
っ
た
右
手
側
の
田
ん
ぼ
。

そ
の
広
い
範
囲
に
シ
ー
ト
が
貼
ら

れ
て
い
た
り
、
30
人
ぐ
ら
い
の
人

が
地
面
を
掘
っ
た
り
削
っ
た
り
し

て
い
る
光
景
を
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
場
所
が
今
回
紹
介
す
る
川

合
神
社
周
辺
遺
跡
で
す
。
川
合
地

区
の
圃
場
整
備
工
事
で
掘
削
さ
れ

る
場
所
に
つ
い
て
、
大
田
市
教
育

委
員
会
が
令
和
５
年
２
月
に
試
掘

調
査
を
実
施
。
広
い
範
囲
に
遺
跡

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
の
結
果
、
発
掘
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
５
年

９
月
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
面
積
だ
け
で

約
１
万
㎡
あ
り
、
遺
跡
全
体
と
し

て
は
そ
の
数
倍
は
あ
る
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
遺
跡
で
調
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査
が
実
施
さ
れ
る
例
と
し
て
は
、

大
田
市
内
で
は
大
田
運
動
公
園
工

事
に
伴
っ
て
発
掘
さ
れ
、
出
土
品

の
一
部
が
県
指
定
文
化
財
と
な
っ

た
鳥
井
南
遺
跡
以
来
、
約
30
年
ぶ

り
で
す
。

　
川
合
神
社
周
辺
遺
跡
と
い
う
名

称
は
、
調
査
対
象
地
の
中
央
に
川

合
神
社
と
い
う
石
碑
が
あ
り
、
遺

跡
が
周
辺
の
広
い
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
付
け
ま
し
た
。

　
現
在
も
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
遺
跡
の
時
代
は
、
飛
鳥
・

奈
良
時
代
ご
ろ
を
中
心
と
し
て
、

古
く
は
縄
文
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ

か
ら
室
町
時
代
に
至
り
ま
す
。

　
見
つ
か
っ
た
遺
構
は
、
建
物
跡

が
お
よ
そ
30
棟
。
地
面
を
掘
り
く

ぼ
め
て
屋
根
を
設
け
る
竪
穴
建
物

が
多
く
、
他
に
掘
立
柱
建
物
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
土
品
に
は
、
縄
文
土
器
、
弥

生
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
な
ど

の
多
く
の
土
器
の
ほ
か
、
鎌
倉
時

代
に
輸
入
さ
れ
て
珍
重
さ
れ
た
青

磁
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
調
査
成
果
に
つ
い
て

現
地
公
開
を
お
こ
な
い
ま
す
。
日

時
は
令
和
６
年
３
月
２
日
㈯
13
時

30
分
か
ら
（
少
雨
決
行
）
で
す
。

今
後
、
大
田
市
の
歴
史
を
語
る
う

え
で
重
要
な
遺
跡
。
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

せ
い

じ

は
　
じ
　
き

す
　
え
　
き

ほ
っ
た
て
ば
し
ら た

て
あ
な

■：３館共通　△：中央・温泉津休館
□：中央休館　○：温泉津休館

川合神社周辺遺跡
その１

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

おすすめの本
『夜明けのはざま』　町田　そのこ／著　

　　　　　　　　 　ポプラ社（仁摩図書館所蔵）

◇展示テーマ

第11回

12

◇行事と企画展

３月の図書館お休みの日

「春の足音」
　少しずつ寒さもやわらぎ、草木も芽吹き始め
るころになりました。道端に咲く花の名前を図
鑑で探してみませんか？

中
　央

「桜色」
　春といえばやっぱり桜。目で楽しむ桜もあれ
ば、食して楽しむ桜もあります。華やかで優し
い春のはじまりを少しでも感じてもらえるよう
な展示を準備してお待ちしています。

仁
　摩

　近しい人の死に向き合うことになっ
たとき、人は何を考えるのでしょうか。
　葬祭社「芥子実庵」を舞台に、揺れ
動く人の心が、容赦なく優しく描かれ
ています。
　読了後に、自分の心に素直に生きよ
うと思える作品です。

中央図書館休館（蔵書点検）
２月26日㈪～３月７日㈭

本の返却　返却ポスト
　　　　　温泉津・仁摩図書館

火 木 金日 月 水 土

⑩
⑰
㉔
㉛

１

11

18

25

２

５

12

19

26

⑨
⑯
㉓
㉚

④③
①

⑥ ⑦
②

８

15

22

29

14

21

28

３

13

20

27

け   し   み  あん

おはなし会

古文書を読む会

おはなし会

仁摩・大国陶芸クラブ展

自死に関する啓発展

図書館

中 央

行　事 日　　時

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45

９日㈯・23日㈯　

16日㈯　

16日㈯　

２月７日㈬～３月11日㈪

13日㈬～28日㈭

仁 摩



　
皆
さ
ん
は
、
沖
縄
が
抱
え
て
い

る
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

　
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
有
名
な
沖

縄
で
す
が
、
実
は
大
き
な
社
会
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
沖
縄
の
社
会
問
題
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

沖
縄
の
歴
史

　
２
０
１
８
年
実
施
の
日
本
人
遺

伝
子
検
査
で
は
、
沖
縄
の
人
の
先

祖
は
、
日
本
本
土
の
人
よ
り
、
北

海
道
の
ア
イ
ヌ
民
族
と
最
も
近
縁

に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昔
、
日
本
に
住
ん
で

い
た
縄
文
人
が
、
大
陸
か
ら
渡
っ

て
き
た
弥
生
人
に
、
そ
れ
ま
で
住

ん
で
い
た
土
地
を
奪
わ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
沖
縄
や
北
海
道
に
移
り

住
ん
だ
結
果
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
２
０
２
１
年
の
宮
古
島
市
の
遺

跡
で
発
見
さ
れ
た
、
人
骨
の
遺
伝

子
検
査
に
お
い
て
も
、
１
０
０
％

縄
文
人
だ
と
証
明
さ
れ
て
い
ま

す
。

琉
球
王
国

　
１
４
２
９
年
〜
１
８
７
９
年
の

４
５
０
年
間
、
沖
縄
に
は
琉
球
王

国
が
あ
り
、
今
の
日
本
と
同
じ
よ

う
に
国
旗
や
国
歌
も
存
在
し
て
お

り
、
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
６
０
９
年
の
薩
摩
藩
に
よ
る

琉
球
侵
攻
に
よ
り
、
外
交
及
び
貿

易
権
に
制
限
を
加
え
ら
れ
、
日
本

の
保
護
国
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
８
７
１
年
に
明
治
政
府
は
廃

藩
置
県
に
よ
り
、
琉
球
王
国
の
領

土
を
鹿
児
島
県
の
管
轄
と
し
、
１

８
７
２
年
に
は
琉
球
藩
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
１
８
７
９
年
に
琉
球
藩
が
廃
止

さ
れ
沖
縄
県
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
琉
球
王
国
の
歴
史
は
閉
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
戦

　

　
１
９
４
５
年
３
月
26
日
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
軍
と
イ
ギ
リ
ス
軍
の
連

合
軍
が
沖
縄
本
島
に
上
陸
し
、
６

月
23
日
に
組
織
的
な
戦
闘
は
終
了

し
、
７
月
２
日
に
は
沖
縄
戦
終
了

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
沖
縄
守
備
軍
の
降
伏
調
印
式
が

お
こ
な
わ
れ
た
の
は
９
月
７
日
で

し
た
。

　
こ
の
間
、
沖
縄
県
民
は
鍾
乳
洞

に
隠
れ
て
い
ま
し
た
が
、
連
合
軍

が
何
を
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
恐
怖
心
で
降
伏
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
集
団
自
決
な
ど
に
よ

り
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
戦
に
よ
る
沖
縄
県
民
の
死

者
・
行
方
不
明
者
は
12
万
２
２
２

８
人
。
そ
の
う
ち
民
間
人
死
者
は

約
９
万
４
千
人
で
、
当
時
の
沖
縄

県
の
人
口
が
約
49
万
人
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
約
４
人
に
１
人
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

戦
後
の
沖
縄

　
戦
後
の
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
施

政
権
下
に
お
か
れ
、
使
用
通
貨
が

米
ド
ル
、
自
動
車
の
右
側
通
行
、

沖
縄
県
民
が
日
本
に
行
く
場
合
は

パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
な
ど
、
生
活

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
本
島
に
数
多
く
の

ア
メ
リ
カ
軍
基
地
が
建
設
さ
れ
、

そ
の
大
部
分
が
街
の
中
心
や
そ
の

近
く
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
が

非
常
に
危
険
な
環
境
に
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

沖
縄
返
還

　
１
９
７
２
年
５
月
15
日
に
沖
縄

県
の
施
政
権
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
日

本
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
に
、
沖
縄
県
で
は
「
日

本
へ
復
帰
す
べ
き
」「
独
立
す
べ

き
」「
国
連
の
信
託
統
治
下
に
置
か

れ
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
が
あ
り

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
日
本
に

返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
沖
縄
の
歴
史
を
考

え
る
と
、
日
本
へ
の
復
帰
に
不
安

を
持
っ
て
い
た
人
が
多
く
い
た
こ

と
も
理
解
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
の
基
地
問
題

　
日
本
国
内
の
ア
メ
リ
カ
軍
基
地

の
約
70
％
が
沖
縄
に
あ
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
飛
行
機
や
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
墜
落
事
故
で
、
多
数
の

死
傷
者
が
出
た
こ
と
や
、
戦
闘
機

の
爆
音
で
夜
眠
れ
な
い
、
学
校
で

先
生
の
声
が
聞
こ
え
な
い
、
ア
メ

リ
カ
軍
の
軍
人
が
犯
罪
を
起
こ
す

な
ど
の
社
会
問
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
早
期
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

沖
縄
の
貧
困
問
題

　
沖
縄
県
は
、
日
本
一
の
離
婚

率
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
多
い
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
子
ど
も
の
貧
困

率
は
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
13

％
以
上
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
沖

縄
の
基
地
問
題
に
よ
り
、
そ
こ
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
だ
か
ら
こ
そ
沖
縄
の
社
会
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）
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人権を考える市民のつどい
人権・同和問題研修会

　市では、沖縄の社会問題をテーマと
した講演会（研修会）を開催します。

　▽日時　
　　４月22日㈪　13時30分～
　▽会場　
　　大田市民センター　４階集会室
　▽演題　
　　沖縄の社会問題を考える
　▽講師　
　　福原　孝浩さん
　　益田市民活動養成塾　塾長
　▽入場料　
　　無料
　▽備考　
　　手話通訳、要約筆記がつきます

きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

13

沖
縄
の
社
会
問
題
を
考
え
る



▽
入
場
料
　
無
料

※
　
今
後
の
感
染
症
流
行
状
況
に

よ
り
、
上
映
を
急
遽
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
　
３
月
２
日
㈯
〜
16
日
㈯
は
、

あ
す
て
ら
す
国
際
女
性
ウ
ィ
ー
ク

開
催
期
間
で
す
。

　
・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

▽
日
時
　
３
月
９
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費
　
１
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

　　
石
見
銀
山
天
領
太
鼓
の
メ
ン

バ
ー
が
、
構
え
方
か
ら
簡
単
な
曲

ま
で
、
や
さ
し
く
楽
し
く
指
導
し

ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
３
日
〜
５
月
22
日

　
の
毎
週
水
曜
日
、
５
月
10
日

　
㈮
・
25
日
㈯
　
19
時
〜
21
時

・
ス
テ
ー
ジ
公
演
（
予
定
）

　
５
月
26
日
㈰
午
後

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
対
象
　
一
般
、
小
学
校
５
年
生

　
以
上
の
児
童
・
生
徒

▽
定
員
　
先
着
20
人
程
度

▽
参
加
料

　
１
５
０
０
円
（
保
険
代
）

▽
申
込
締
切
　
３
月
27
日
㈬

　
・
問
大
田
市
民
会
館

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
９
３
８
）

◇
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
作
り

　
巣
箱
１
組
（
３
段
）
を
作
り
ま

　
す
。

▽
日
時
　
３
月
３
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
定
員
　
10
人

▽
参
加
費
　
８
０
０
０
円

◇
し
い
た
け
の
な
る
木
を
作
ろ
う

　
し
い
た
け
の
原
木
に
穴
を
あ
け

　
種
駒
を
打
ち
込
み
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
10
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
定
員
　
10
人

▽
参
加
費
　
２
本
　
２
５
０
０
円

問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

　
大
田
市
で
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
事

業
は
開
始
か
ら
２
年
目
に
な
り
ま

し
た
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
15
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

▽
受
験
資
格

・
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
15

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
た
、
大
学
を
卒
業
お
よ
び
令

　
和
７
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

　
み
の
人
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
人
事
院
が
認

　
め
た
人
。

▽
受
験
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

　
込
み

▽
受
験
受
付
期
間

　
令
和
６
年
２
月
22
日
㈭
〜
３
月

　
25
日
㈪

▽
採
用
案
内
情
報
な
ど

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
石
見
大
田
税
務
署

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
９
８
０
）
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あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

▽
日
時
　
３
月
９
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
　
　
　
　
／
シ
ー
・

　
セ
ッ
ド 

そ
の
名
を
暴
け
」

　（
２
０
２
２
年
／
１
２
９
分
）

▽
内
容
　
２
０
１
７
年
、
世
界
的

　
に
＃
　
　
　
運
動
が
広
が
る

　
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
ア
メ
リ

　
カ
の
大
物
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー

　
サ
ー
に
よ
る
性
的
暴
行
事
件
を

　
告
発
し
た
、
２
人
の
女
性
記
者

　
た
ち
の
実
話
を
映
画
化
。
性
加

　
害
者
に
Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け
る
た

　
め
、
強
い
思
い
で
立
ち
向
か
っ

　
て
い
く
２
人
の
姿
に
勇
気
を
も

　
ら
え
る
作
品
。

She Said

M
etoo

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

三
瓶
木
工
館

国
税
専
門
官

国税庁
ホームページ

申し込み
ホームページ

申

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

募
　
　集

催
　
　し …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年２月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　32,129人　（△ 66）
　・男　　15,458人　（△ 24）
　・女　　16,671人　（△ 42）
○世帯数　15,396世帯（△ 19）
○出生数　　　15人
○死亡数　　　61人
○面　積　435.34㎢

申

14

申

申

申



戸籍の証明・住民票の写し
印鑑証明・市税に関する証明など
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３月28日～４月３日の平日

市民課の窓口業務を19時まで延長します
　春の進学・就職シーズンは、転入や転出の手続きをされる人が多い
時期となります。市民課窓口の業務時間を次のとおり延長しますの
で、日中に来庁することが難しい人は、ご利用ください。

　　期　　間　　３月28日㈭～４月３日㈬の平日５日間
　　延長時間　　19時まで
　　場　　所　　本庁市民課のみ

取扱業務 転出や転入届に必要なもの

届　　出

各種証明発行

転入届・転出届・転居届

マイナンバーカード申請・交付（予約が必要です）

印鑑登録証・国保証・受給者証など

転　入

転　出

転出した市町村発行の転出証明書
マイナンバーカード（お持ちの人）

※　本人確認ができる免許証や保険証などをお持ちください。
※　手続きに必要な場合がありますので、はんこをお持ちください。 問市民課（☎0854‐83‐8067）

転出届はマイナポータルから！

マイナンバーカードの申請はお済みですか？

　マイナンバーカードを所有している人は、マイナポータルからオンラ
インでも転出の届出が可能です。また、スマートフォン用電子証明書搭
載サービスに対応した端末をお持ちの人は、スマートフォンのみで手続
きが可能です。詳しくはデジタル庁ホームページをご覧ください。
※　マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、別途、転入先市
区町村の窓口で転入届などの手続きが必要です。

　マイナンバーカードを作成すると、転出を含む行政手続きがオンライ
ンで申請可能となるほか、顔写真付きの本人確認書類や健康保険証とし
ての利用、各種民間サービスのオンライン取引での活用など、さまざま
な場面においてメリットがあります。
　申請はオンラインのほか、市役所本庁・各支所・郵便局（市内８カ
所）で手続きができます。また、各種団体への出張申請受付も実施しま
すので、ご希望の場合は政策企画課までご連絡ください。

マイナンバーカード
について　　　　　

マイナンバーカードの
申請について　　　　

郵便局（市内８カ所）での
マイナンバーカード申請サポート
について

デジタル庁ホームページ
マイナポータル　　　　

問政策企画課（マイナンバー制度全般に関すること）☎0854‐83‐8005
問市民課（マイナンバーカード申請、転出に関すること）☎0854‐83‐8067
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春季全国火災予防運動 ３月１日（金）から７日（木）まで

～火を消して　不安を消して　つなぐ未来～
今年も３月１日から７日間、全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。

　大田市消防本部では、火災予防運動期間中の行事の一環として、３月
２日（土）の午前に住宅用火災警報器（以下住警器）の設置の聞き取り
調査をおこないます。調査は市内全世帯から無作為抽出された、50世
帯を対象におこないますので、ご理解ご協力のほどよろしくお願いし
ます。（災害対応等により実施できなかった場合は、延期または中止
します。）
　なお、大田市の住警器の設置率は76％です。住警器は新築・既存住宅
全てに設置が義務付けられています。まだ、設置されていない住宅は
設置をお願いします。

【石見大田税務署】
確定申告についてのお知らせ

設置しよう　命を守る
住宅用火災警報器

問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650）

　令和５年分の確定申告については、スマートフォン
とマイナンバーカードなどを利用して、自宅などから
手続きしていただきますようお願いします。なお、２月
16日から３月15日までの期間、石見大田税務署２階に
て申告相談をおこなっています。相談には整理券が必
要となっており、①ＬＩＮＥによる事前予約、②当日
券の配付のいずれかで受け付けております。当日券に
は限りがありますので、早めのご予約をお願いします。
　詳細につきましては、国税庁ホームページをご覧く
ださい。

問石見大田税務署（自動音声案内）☎0854‐82‐0980

【受付時間】平日／19：00～翌朝９：00
　　　　　　土日・祝日／９：00～翌朝９：00
　※　東京都内までの通話料が必要です。

つながらない場合　☎03‐3478‐1060

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

23日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

16日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

16日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　祖式ジム

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

子ども食堂 ３月の予定子ども医療電話相談

＃８０００

募集
【市長と語る会】

ともに語り合いましょう

　市は、市民の皆さんと一緒に明るく元気な「おおだ」
を創りあげる「共創」のまちづくりを進めています。
また、皆さんと地域の課題などについて話し合い、
信頼関係を深めていくことが重要だと考えています。
　より多くの皆さんと意見交換ができるようグルー
プ・団体での「市長と語る会」を実施しています。
ともに語り合い、元気で魅力ある「おおだ」をつくって
いきましょう。
　【ふれあいトーク】
　▽対象　
　　グループ単位（５～15人程度）
　　市内で活動するグループ・各種団体など
　▽会場
　　グループ・各種団体の活動拠点など
　▽申し込み　
　　電話で事前予約が必要です
　※　詳しくは、お問い合わせいただくか、市ホーム
　ページをご覧ください。
　　　　　　　 　問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

所得税および復興特別所得税・贈与税
３月15日（金）までに申告・納税

個人事業者の消費税および地方消費税
４月１日（月）までに申告・納税



９０４円

件名 時間額 引上額 発効日

１，０３４円 ４７円 令和５年12月２日

島根県最低賃金 ４７円 令和５年10月６日

　
　
　
　
　
　
　  

特
定
最
低
賃
金
 

９７０円 １９円 令和５年12月15日

９０５円 １５５円 令和５年12月28日

９６０円 ２８円 令和５年11月29日

１，０１０円 ４７円 令和５年12月９日

９２９円 ４７円 令和５年12月10日

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形
材製造業

自動車・同附属品製造業

百貨店・総合スーパー

自動車（新車）小売業

はん用機械器具、生産用機
械器具、業務用機械器具製
造業

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

広報おおだ　Ｒ6（2024）2.22

休日
夜間

マイナンバーカード
窓口を開設

　マイナンバーカードの申請・交付・更新につい
て、次のとおり、休日窓口の開設と平日の窓口延長
をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請
や受け取りが難しい人は、ぜひ、ご利用ください。
なお、予約制とします。
▽開設日時
　休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　　３月10日　４月14日
　平日窓口延長　17：15～19：30
　　３月18日・28日・29日
　　４月１日・２日・３日・22日
▽申請・交付場所　　市役所本庁 市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所で
カードを保管していますので、５日前までにご連絡
ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないま
せん。
※　予約状況などにより、変更する場合がありま
す。

　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

三瓶山西の原火入れ

17

島根県最低賃金
改定のお知らせ

島根県内の事業場で働
く皆さんの最低賃金が
改定されました。

問島根労働局賃金室
（☎0852‐31‐1158）

松江市向島町134-10
松江地方合同庁舎５階

業種分類は日本標準産業分類（平成25年10月改定）に基づいたものである。

　三瓶の春の風物詩となりました「三瓶山西の原火
入れ」をおこないます。
　なお、今回は消火ボランティアの募集はおこない
ません。

　３月26日㈫　９時20分～16時（予定）
　　※　着火は、10時頃の予定です。
　　※　悪天候の場合は、翌27日㈬に順延します。
　　　　その後の順延はありません。

　　　　　　　　　　お願い
　火入れ実施日において、三瓶登山を予定されてい
る場合は、西の原登山道の通行を控えていただきま
すようお願いします。

問農林水産課（☎0854‐83‐8086）
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ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
仁摩地区

３月不燃ごみの収集日

19
15
21
25
22
29
27
28
18
26
28

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　３日・17日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

18

日６
１
７
11
８
12
13
14
４
５
14

12日

（令和６年２月７日時点）
新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

新型コロナワクチンの全額公費による接種は、
　　　　　　　 令和６年３月31日で終了します。

令和６年４月１日以降の新型コロナワクチン接種の実施について

　生後６か月以上のすべての人に対して「オミクロン株ＸＢＢ.１.５ワク
チン」の接種を実施しています。　

▽対象者
　①初回接種（１・２回接種＊）を完了していない人
　　　＊生後６か月から４歳のお子さんは、初回は３回接種です。
　②初回接種を完了した人で、９月20日以降「追加接種」を受けていない人
　　・初回、追加接種とも令和６年３月31日㈰で終了します。
　　・接種を希望する人は、期間内に余裕を持って受けてください。
　　・接種実施医療機関は、接種案内時の医療機関から変更になっていま
　　　す。市ホームページをご確認いただくか、健康増進課までお問い合
　　　せください。

▽対象者
　65歳以上の人、および60～64歳で対象となる人＊

　　＊60～64歳で、心臓・腎臓または呼吸器の機能に障がいがあり、身の
　　　回りの生活が極度に制限される人、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）
　　　による免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な人

▽接種時期・回数
　インフルエンザワクチン接種同様に、秋から冬に１回接種を実施　　

▽接種費用
　有料（インフルエンザワクチン接種同様に、一部個人負担あり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 問健康増進課（☎0854‐83‐8203）

市ホームページ
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３月の相談

19

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

12日㈫ 
10時～12時
要予約･無料

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

電話相談のみ
２日㈯ ９時～11時30分

就労相談
（要予約）

13日㈬ 
13時30分～15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

12日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）申
５日㈫・19日㈫ ９時30分～11時 県央保健所

27日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
27日㈬ 13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

８日㈮ 19時～20時30分 大田商工会議所

１日・８日・15日・
22日・29日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

申

年金相談（要予約）
４日㈪　10時～15時 市役所２階第２会議室
28日㈭  10時～15時 市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

５日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　２月27日㈫、28日㈬、29日㈭
　３月11日㈪、28日㈭、29日㈮
　４月１日㈪
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　３月17日㈰

  問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

期限内に納付をお願いします税・保険料

行政相談
１日㈮　９時～12時 仁万まちづくりセンター
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

15日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
８日㈮　10時～12時
問サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

納期限および口座振替日
固定資産税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

２月29日
４期
８期
８期

４月１日
―

９期
９期



2024年
２
月
22日

発
行
　
　
　
　
　NO.238

次
号
は
３
月
21日

発
行
の
予
定
で
す
　
㈱
急
行
印
刷
納

■
発

行
・

企
画

・
編

集
／

大
田

市
役

所
政

策
企

画
課

 広
報

広
聴

係
　

〒
694－

0064 大
田

市
大

田
町

大
田

ロ
1111番

地
　

☎
0854－

83－
8006　

Fax0854－
82－

6667
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.city.oda.lg.jp/　

メ
ー

ル
 o-koho@

city.oda.lg.jp
見

や
す

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

環
境

に
優

し
い

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

©
2012 大

田
市

 ら
と

ち
ゃ

ん
 K539

提供／スポーツニッポン新聞社提供／スポーツニッポン新聞社

　
対
戦
の
会
場
と
な
っ
た
国
民
宿
舎
さ
ん
べ
荘

で
王
将
戦
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
、
昨
年
２
月

の
「
第
72
期
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
杯
王
将
戦
七
番
勝
負

第
５
局
」
に
続
い
て
２
年
連
続
７
回
目
と
な
り

ま
す
。
王
将
戦
の
開
催
に
向
け
て
関
係
者
は
活

気
に
沸
き
、
喜
び
と
と
も
に
歓
迎
の
準
備
に
追

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
前
と
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅

前
に
懸
垂
幕
、
市
内
各
所
に
の
ぼ
り
旗
や
ポ
ス

タ
ー
、
出
雲
空
港
と
ご
い
せ
仁
摩
に
パ
ネ
ル
が

設
置
さ
れ
、
歓
迎
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
藤
井
聡
太
王
将
と
菅
井
竜
也
八
段
は
、
王
将

戦
前
日
の
26
日
に
大
田
入
り
し
、
石
見
一
宮

「
物
部
神
社
」
に
参
拝
。
前
夜
祭
の
あ
い
さ
つ

で
藤
井
王
将
は
「
厳
か
な
雰
囲
気
で
、
対
局
に

向
け
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
」
と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。

藤
井
王
将
に
菅
井
八
段
が
挑
む
―

　
挑
戦
者
の
菅
井
八
段
が
、
主
要
タ
イ
ト
ル
全

八
冠
を
独
占
す
る
藤
井
王
将
に
挑
む
大
一
番
。

結
果
は
菅
井
八
段
が
94
手
で
投
了
し
、
藤
井

王
将
が
３
勝
目
を
あ
げ
、
タ
イ
ト
ル
防
衛
に

市
内
は
歓
迎
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
―

王
手
を
か
け
ま
し
た
。

王
将
戦
の
波
及
効
果
に
期
待
―

　将
棋
フ
ァ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
局
で
ふ

る
ま
わ
れ
る
「
勝
負
メ
シ
」
や
「
お
や
つ
」
が

大
き
な
注
目
を
集
め
る
王
将
戦
。
地
元
の
食
材

を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
近
隣
の
店
舗
の
商
品

が
準
備
さ
れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
や
「
三
瓶
そ
ば
」
な
ど
、

食
を
通
じ
た
大
田
市
の
認
知
度
の
高
ま
り
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
王
将
戦
の
会
場
と
な
っ
た
国
民
宿
舎

さ
ん
べ
荘
が
、
初
日
の
初
手
や
２
日
目
の
封
じ

手
の
開
封
を
、
対
局
室
で
見
学
で
き
る
特
別
宿

泊
プ
ラ
ン
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
２
人
１
組
で

80
万
円
と
い
う
高
額
商
品
に
も
関
わ
ら
ず
、
全

国
か
ら
７
組
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
熱
烈
な
将
棋
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
、
夢
の

よ
う
な
嬉
し
い
企
画
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
た
こ
の
王
将
戦
の
開

催
に
よ
り
、
大
田
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
三
瓶

山
な
ど
の
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
店
舗
へ
の
経

済
効
果
な
ど
、
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
将
棋
の
八
大
タ
イ
ト
ル
の
一
つ
「
第
73
期
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
杯

王
将
戦
七
番
勝
負
第
３
局
」
が
、
１
月
27
・
28
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
国
民
宿
舎
さ
ん
べ
荘
で
開
催
さ
れ
、
藤
井
聡
太

王
将
と
菅
井
竜
也
八
段
が
対
戦
し
ま
し
た
。

市役所本庁舎前に設置された懸垂幕市役所本庁舎前に設置された懸垂幕

前夜祭で石見神楽面が贈呈されました前夜祭で石見神楽面が贈呈されました

大盤解説の会場は両日とも満席でした大盤解説の会場は両日とも満席でした


